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「骨」のコンシェルジュ、「骨粗鬆症外来」のご紹介「骨」のコンシェルジュ、「骨粗鬆症外来」のご紹介

　骨粗鬆症は「骨強度の低下を特徴とし、骨折のリスクが増
大しやすくなる骨格疾患」と定義されています。骨は子供か
ら大人に成長し、身長の伸びが止まった後も、終生、新陳代
謝（リモデリング）を繰り返しています。古くなった骨は破骨
細胞により吸収され、その後、骨芽細胞が新しい骨を形成し
てゆきます。健康な状態では、骨吸収と骨形成はバランスを
保っていますが、骨粗鬆症では骨吸収が亢進し、骨形成がそ
れに追い付けない状態になっています。
　前回（当院広報誌「川崎病院通信 Vol. 34」、「ほほえみ 
Vol. 67」）、骨粗鬆症には加齢や食生活が深く関わっている
ことから「骨粗鬆症は生活習慣病のひとつである」というお話
しました。今回は「骨質（こつしつ）」のお話をします。
　骨の強さの指標に「骨強度」があります。「骨強度」は「骨密度」
と「骨質」の２つで規定され、「骨密度」が「骨強度」の70%を構
成し、残り30%を「骨質」が構成します。骨を鉄筋コンクリー
トの建物に例えると、「骨密度」がコンクリート、「骨質」が鉄
筋にあたります。骨におけるコンクリートとはカルシウムを
主としたハ
イドロキシ
アパタイト
のことで、
鉄筋とはコ
ラーゲンの
ことです。
　糖尿病、
腎臓病、肥
満、動脈硬
化の強い患
者さんでは、
骨密度が高
くても骨折しやすいことが知られ、その原因として骨質の劣
化が注目されるようになりました。鉄筋が錆びていたり（材
質不良）、鉄筋の組み方が粗かったり（構造不良）すると建物
の強度が低下するように、骨質が劣化すると骨密度が十分で
も骨強度は低下し、骨折しやすくなります。

　骨質劣化は骨コラーゲンの架橋異常のことで、その原因と
して生活習慣病（酸化ストレス、糖化ストレス、慢性炎症、
終末糖化産物：AGEsなど）が関わっています。現在、保険診
療で、直接、骨質を調べることはできません。そのため、ま
ずは骨質劣化を引き起こす生活習慣病の改善が不可欠となり
ます。
　閉経後女性を対象に、骨密度と骨質劣化から分類し骨折リ
スクを調査した研究では、「骨密度正常＋骨質劣化」型はそれ
ぞれ正常の群と比較して骨折リスクが1.5倍に、「低骨密度＋
骨質正常」型では骨折リスクが3.6倍に、「低骨密度＋骨質劣
化」型では骨折リスクが7.2倍になるという結果でした。骨質
の劣化は軽視できません。骨粗鬆症は、加齢による原発性骨
粗鬆症のほか、内分泌疾患やステロイド性のもの、また最近
では癌ホルモン療法による骨粗鬆症も増加しています。骨粗
鬆症の治療は、原因、年齢・性別、骨折の既往や程度、骨密度、
腎機能、合併症、そして骨質に関わる生活習慣病などを考慮し、
患者さんそれぞれに合わせたテーラーメード医療です。
　７月より当院整形外科　戸祭部長のもと、整形外科の専門
外来のひとつとして「骨粗鬆症外来」を開設させて頂きました。
当院の「骨粗鬆症外来」の特徴は整形外科と内科のコラボレー
ション（共同診療）にあります。通常の骨粗鬆症診療に加え、
「骨」のコンシェルジュ（総合案
内係）として、必要があれば生
活習慣病の精査加療、管理栄
養士による食事指導、また骨
吸収抑制薬に関連した歯科口
腔外科の受診、治療継続のた
めお近くの整形外科へのご紹
介などを行っています。さら
には本邦における骨粗鬆症分
野のエキスパートと連携し、
現時点での最適な治療方針に
関する情報を提供させて頂き
たいと思っております（ご紹介実績：神戸大学骨粗鬆症外来、
そうえん整形外科）。外来は予約制です。まずは地域医療連
携室までご連絡ください。

骨粗鬆症外来のご案内

診察日：木曜日午後（第 1・3・5）　　　担当医：西堀
予約制となります。
ご予約は地域医療連携室までご連絡ください。
電話 078-511-3133 ／ FAX 078-511-3297

本年 7月より骨粗鬆症外来を開設致しました。
骨粗鬆症にお悩みの患者さんがいらっしゃいましたら是非ご紹介ください。

予約方法

川崎病院通信川崎病院通信
https://www.kawasaki-hospital-kobe.or.jp/
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その他、各診療科にて力を注いでいる疾患・治療 注）学会など諸事情により代診、休診になる場合もあります。
　　あらかじめご了承ください。

標榜科 専　　　門 医師名および診療曜日 標榜科 専　　　門 医師名および診療曜日

内科

糖　尿　病 市原 紀久雄（月曜 午前／金曜 午前）

西堀 祥晴（第1・3・5木曜 午後）

肥満、高脂血症、痛風 中村　正（月曜 午前／水曜 午前）

循環器内科

外科

冠動脈疾患
全医師が対応致します

全医師が対応致します

谷川 隆彦（月曜 午前／水曜 午前／金曜 午前）
村上 雅一（火曜 午前）

木村 聡宏（木曜 午前／金曜 午前）
星野 宏光（木曜 午前）
新毛 　豪（月曜 午前）

＊手術内容に応じて変更になることがあります

血　　　　液
飯田 正人

（月曜 午前／水曜 午前／木曜 午前／金曜 午後）

末梢動脈疾患
心　不　全

骨  粗  鬆  症

消化器癌の外科的治療
（近年は腹腔鏡手術に
力を入れております）

整形外科
手　全　般 戸祭 正喜（月曜 午前／土曜 午前）

耳鼻
咽喉科

睡眠時無呼吸症候群

下屋 聡子
（月、水、木、金、土 午前）
※土曜日は第3・5のみ

ス ポ ー ツ 障 害 全 般

中　耳　炎

脊椎、関節

アレルギー性鼻炎

形成外科

皮膚・軟部組織損傷（全身）

難治性潰瘍 村上 英毅
（月、火、木、金 午前）

相原 淳子
（月、火、木、金 午前）

副  鼻  腔  炎

瘢痕・瘢痕拘縮

外傷

顔面骨骨折

扁　桃　炎

歯科
口腔外科

感　染　症

全医師が対応致します

声帯ポリープ

腫瘍（悪性、良性）

突発性難聴

顎　骨　骨　折

顔面神経麻痺
瘢痕拘縮・ケロイド
良性・悪性の皮膚腫瘍

熱傷・外傷
眼瞼下垂
顔面骨骨折

インプラントおよびインプラントのための骨再生眼科 涙  道  手  術

胆石症、虫垂炎、ソケイヘルニア
などの外科的疾患

松場 眞弓（火曜 午前／水曜 午前／金曜 午前）

小  児  全  般

堀之内 豊（水曜 午前／金曜 午前）

　 電話 078-511-3133 ／ FAX 078-511-3297ご予約は地域医療連携室まで電話またはFAXにてお申し込み下さい。

星野 宏光（木曜 午前）肝胆膵領域の悪性疾患

土（第２・４は休診）

・・・・・

・・・・・

・・・・・
・・・・・

・・・・・

木許 健生
【乳腺外来】
（第1・3）

・・・・・

・・・・・

戸祭 正喜
【スポーツ外来】

・・・・・

・・・・・
・・・・・

専　門　特　殊　外　来　等　担　当　医　表

（注）心臓血管外科外来では、心臓弁膜症などの疾患に対する外科的治療について検討を行い、手術適応症例については大阪大学心臓血管外科（患者さんの希望によっては近隣病院）に紹介致します。

診　療　科 月 火 水 木 金 土（第２・４は休診）

内　 科
午前 大塚 章人
【糖尿病外来】

前田 哲男
高井 研次

前田 哲男 野村 祐介
松田 守弘　９：00 ～11：00

野村 祐介
松田 守弘　９：00 ～11：00

西田 悠
高井 研次

大塚 章人
【糖尿病外来】

田中 道弘
【予防接種外来】
  久保 聡子

【糖尿病外来】
大塚 章人

【糖尿病連携合併症外来】

・・・・・

大塚 章人
【糖尿病外来】

村井 潤
【糖尿病外来】

末廣 大知
【神経内科外来】

【レーザー外来】　完全予約制

市原 紀久雄
【糖尿病外来】

佐藤 宏紀
【呼吸器外来】

午後
粕本 博臣
【腎臓外来】

吉岡 潤哉
【呼吸器外来】

粕本 博臣
【腎臓外来】

長谷 善明
【腫瘍外来】

中村 正（第1・3・5）
大塚 章人（第2・4）
【禁煙外来】

飯田 正人
【血液外来】

循環器内科

総合診療科
消化器内科

午後

髙橋 怜嗣
【不整脈外来】

辻尾 成人
【腎臓外来】

担当医
【心臓血管外科外来】（注）

西堀 祥晴
【ペースメーカ外来】(第1・3)

・・・・・・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・ ・・・・・午前

午前

午前
午前

・・・・・

・・・・・ 柴北 宗顕
【直腸肛門外来】 14：30 ～

・・・・・ ・・・・・

谷野 裕一
【乳腺外来】

・・・・・
外　 科

午後

午後
整形外科

午前 ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・ ・・・・・

・・・・・ ・・・・・ ・・・・・

・・・・・

西堀 祥晴　
【骨粗鬆外来】(第1・3・5)

・・・・・ ・・・・・

形成外科
午前 ・・・・・

・・・・・
・・・・・

耳鼻咽喉科 午後

午後

・・・・・

・・・・・
・・・・・

・・・・・

・・・・・
・・・・・

・・・・・
下屋 聡子

【補聴器外来】（第1・3・4・5）
要外来受診

【フットケア外来】

・・・・・

・・・・・

【ストマ外来】
9：00 ～ (第1・4)

　 電話 078-511-3133 ／ FAX 078-511-3297ご予約は地域医療連携室まで電話またはFAXにてお申し込み下さい。     

形成外科外来のご紹介
形成外科の2人体制が再開しました。 形成外科部長　相原　淳子

　2019年８月より産休から復帰しました。それまでは村上１人で精力的に診察、手術にあたっておりましたが、これ
からは専門医２人体制に戻り、より充実、積極的な治療が可能になりました。手術もより大きな手術も可能になり、外
傷や熱傷も積極的に対応していきたいと思っております。診察も２診体制になっておりますので、どんどんご紹介いた
だければ幸いです。また女性医師が加わり、女性の患者様が受診しやすくなりました。私自身は皮膚悪性腫瘍や外傷や
熱傷後の瘢痕拘縮・ケロイドの修正を専門としております。両医師とも専門医ですので形成外科全般対応可能です。こ
れからも川崎病院形成外科をよろしくお願いします。

形成外科部長
相原　淳子

形成外科医長
村上　英毅

月

村 上

相 原

村 上

相 原

村 上

相 原
担当医

村 上
（10：00～）

相 原

－

－

火 水 木 金 土

ご予約は地域医療連携室 電話 078-511-3133 ／ FAX 078-511-3297 までご連絡ください。

診察日の
ご 案 内


